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１．研究計画の概要 

インターネットやデジタル技術が発展し
た現代において、著作権は複製や公衆送信な
どの広い範囲に及びうるため、著作権制限規
定の位置づけは著作権法の体系にとって極
めて重要なものであると考えられる。そこで
本研究は、今後の著作権法の望ましいあり方
を検討するために、米国著作権法の一般的な
著作権制限規定である「フェア・ユース」に
関する議論を題材として、著作権制限規定に
ついて、解釈論・立法論の両面から検討を行
おうとするものである。 

本研究を開始してから活発に行われるよ
うになった、いわゆる「日本版フェア・ユー
ス」をめぐる議論も視野に入れつつ、制限規
定の理論的意義を検討したい。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）米国著作権法のフェア・ユースに関し
ては、本研究課題に着手する以前から、経済
学的なアプローチからフェア・ユースを分析
した Gordon の「市場の失敗理論」に着目し
て、関連する判決や議論を調査してきた。本
研究においては、さらに、そもそも市場の基
準が妥当しないカテゴリーの存在を示して
市場の失敗を 2 類型に分類する「市場の失敗
理論の修正論」等を調査し、効率性に還元さ
れない価値の重要性を指摘した。これらの研
究成果については、財団法人知的財産研究所
編『デジタル・コンテンツ法のパラダイム』
のなかの一つの章において論文として公表
させていただくとともに、著作権法学会にお
いて「フェア・ユースの市場の失敗理論をめ

ぐって」というタイトルのもと個別報告させ
ていただく機会を得ることができた。 
また、フェア・ユースについては、しばし

ば不明確性という問題点から否定的な見解
もみられるが、制度的・法政策学的な観点か
らは、利益集団政治の影響を受けやすい立法
プロセスにおけるゆがみを司法の場で矯正
しうるという一般条項の役割が指摘されて
いる点について新たな知見を得ることもで
きた。 
（2）日本著作権法における制限規定に関わ
る問題として、要約引用の可否が争われた
「血液型と性格」事件判決を検討した。判決
の結論を支持する形で、要約引用を認める方
向での解釈論を提示したものの（著作権法判
例百選（第 4 版）掲載）、学説には条文の構
造から要約引用を否定するものも多い。現在
の制限規定のあり方では、表現の自由の観点
などからは問題があるだろうとの示唆を得
ることもできた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に推移している 
フェア・ユースに関する調査は現在も進め

ているところであるが、これまでの研究成果
をいくつかの論文（書籍に掲載されたものを
含む）で公表することができたとともに、著
作権法学会で報告する機会を得ることがで
きた。また、日本著作権法の制限規定に関す
る検討についても多少なりとも進めること
ができたことから、おおむね順調に推移して
いると考える。 
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４．今後の研究の推進方策 
（1）複製技術やインターネットが普及した
現代においては、私的な領域において著作権
が及ぶ範囲が拡大し、私人の行動の自由を害
するおそれがあることが問題点として指摘
されている。著作権の制限規定においても、
私的な著作物利用をどのような根拠におい
てどこまで許容するべきかを検討すること
は大きな課題であると考えられる。そこで、
私的な著作物利用（私的複製等）に焦点をあ
て、フェア・ユースの議論を参照しながら、
著作権の制限規定の意義を考察したい。それ
をもとに、間接侵害に関する議論にも留意し
つつ、日本著作権法における私的複製など個
別の制限規定の解釈論、さらに日本版フェ
ア・ユース、あるいは「大きく、かつ明確な」
制限規定の可能性も検討してみたい。 
（2）本研究課題の研究期間が最終年度にな
ることから、これまでの研究の成果をまとめ、
公表することを目指したい。 
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